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① 危険渓流 流⽊対策事業
【目的】
局地的な集中豪⾬が頻繁に発⽣し、⼟⽯流の発⽣時に渓流沿いの⽊を巻き込んで流れ出すことで、河川や⽔路等をふさぎ、冠⽔や交通
遮断など市街地における被害を拡⼤させる流⽊災害を未然に防⽌する。

【事業概要】
○事業対象区域：⼭地災害危険地区「崩壊⼟砂流出危険地区」、保安林外

（危険度Aランク・保全対象20⼾以上・治⼭事業の未着⼿地域）
○事業箇所数：30箇所
○事業内容：①ハード対策

⼟⽯流発⽣を抑⽌する治⼭ダムの整備
流⽊となる危険性の⾼い渓流沿いの⽴⽊の伐採、林外搬出
防災機能を強化する荒廃森林の整備（強度間伐等）

②ソフト対策
防災教室の開催、地域との協働による森林危険情報マップの作成
事業の効果検証等

○事業の⼯程：初年度 現地調査、地権者調査（コンサルタント委託）
森林所有者、市町村、地元⾃治会等との調整
森林所有者と協定書を締結し事業実施

※協定書により、10年間の森林の維持
【事業計画】

流⽊の被害を防ぐ治⼭ダム
（千早赤阪村）

小学校での防災教室（和泉市）

全体計画 H28 H29 H30 H31 
箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費

30 2,006,632 8 298,000 16 522,000 16 546,000 20 640,632
（新規着手件数） （8） （8） （8） （6）

（単位：千円）

災害に強い森林（千早⾚阪村）

地域協働によるマップづくり（高槻市）

※H31までに着手

(1)⾃然災害から府⺠の暮らしを守る取組み

■事業対象区域

事業対象区域の選定方法 実施箇所

崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区 Ｂ・Ｃランク

487地区（面積14,300ha）

Ａランク
134地区（9,000ha）

・治山事業一部着手
・又は保全対象20戸未満等

Aランク（最優先）
40地区（1,000ha）

・治山事業未着手
・保全対象20戸以上

●保安林外

対象：30地区（面積750ha）

【参考】

保安林内については、平成27年度より、

知事重点事業として国庫補助金も活用し、

先行して実施（H27～）

対象：10地区（面積250ha）

府域全体

661地区
面積24,300ha

事業実施

豪⾬時に流出の恐れのあ
る渓流沿いの危険⽊

（千早赤阪村）

（１）－１

1



（枚方市） （千早赤阪村） （千早赤阪村）

（１）－１
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写真② 渓流内 危険⽊ 集積状況（このあと搬出）

治山ダム 1基

流⽊対策 100m

流⽊対策 150m

森林整備 1.0ha

森林整備 0.1ha

北部農 緑 総合事務所

写真①

S=1/5000

危険木

【平面図】

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

【H28年度 施⼯状況】

写真① 治山ダム（コンクリート）の設置状況

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 1 1 森林整備：詳細 調査 測量  結

果、対策が必要な面積が減少
流⽊対策：詳細 調査 測量  結
果 対策 必要 延⻑ 増加

森林整備（ha） 0.5 0.1
流⽊対策（m） 100 150

② ①

平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績 （1）池田市伏尾町地区

治山ダム 1基

（１）－２
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北部農 緑 総合事務所

治山ダム（計画）

【平面図】

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

S=1/5000

治山ダム 1基 治山ダム 2基
森林整備 0.1ha

森林整備 6.0ha

流⽊対策 100m
流⽊対策 100m

【H28年度 施⼯状況】

写真① 治山ダム（鋼製）の設置状況

平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（2）豊能町吉川地区

①②

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 1 1 森林整備：地籍混乱地 所有者確

認に時間を要した結果、⼀部H29年
度 実施予定       ⾯積 減
少

森林整備（ha） 1.0 0.1

流⽊対策（m） 100 100

（１）－２

写真② 渓流内 危険⽊ 除去  状況
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中部農と緑の総合事務所

森林整備 2.0ha

平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（3）交野市私市地区
【平面図】

S=1/5000

【H28年度 施⼯状況】

写真① 治山ダム（コンクリート）の設置状況

写真② 治山ダム（コンクリート）の設置状況

②①

治山ダム
2基

治山ダム
2基

森林整備 1.8ha

流⽊対策 300m

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

（１）－２

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 2 2 森林整備：詳細 調査 測量  結

果、対策が必要な面積が増加
流⽊対策：詳細 調査 測量  結
果 対策 必要 延⻑ 増加

森林整備（ha） 1.5 1.8
流⽊対策（m） 100 300
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写真② 渓流内 危険⽊ 除去  状況

平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（4）四條畷市南野地区

中部農と緑の総合事務所

写真①

S=1/5000

危険木

【平面図】

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

【H28年度 施⼯状況】

写真① 治山ダム（コンクリート）の設置状況

森林整備
1.2ha

森林整備 1.0ha

流⽊対策 200m
治山ダム 1基

治山ダム 2基①
②

（１）－２

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 1 1 森林整備：詳細 調査 測量  結

果、対策が必要な面積が減少
流⽊対策：詳細 調査 測量  結
果 対策 必要 延⻑ 増加

森林整備（ha） 1.2 1.0
流⽊対策（m） 120 200
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平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（5）千早⾚阪村⽔分⻘崩地区

南河内農と緑の総合事務所

写真② 森林整備（間伐） 完了状況
洪⽔⾼  上部 発⽣  伐採⽊  降⾬等   ⼟砂流出 防    棚積       

【平面図】
【H28年度⼯事 完成状況】

写真① 治⼭  及 流路⼯（      ） 設置状況

写真②

流⽊対策（H28）治山ダム（H28）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

S=1/5000

②

森林整備 2.1ha

流⽊対策 150m

治山ダム １基

① 森林整備 1.0ha

（１）－２

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 1 1 森林整備：詳細 調査 測量  結

果、対策が必要な面積が減少
流⽊対策：詳細 調査 測量  結
果 対策 必要 延⻑ 減少

森林整備（ha） 3.0 2.1
流⽊対策（m） 250 150

7



平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（6）千早赤阪村水分中代地区

南河内農と緑の総合事務所

写真② 森林整備（間伐） 完了状況
洪⽔⾼  上部 発⽣  伐採⽊  降⾬等   ⼟砂流出 防    棚積       

【平面図】
【H28年度⼯事 完成状況】

写真① 治山ダム（コンクリート）の設置状況

S=1/5000

森林整備 5.0ha

流⽊対策 300m

治山ダム 1基

治山ダム 2基 ②

森林整備 1.0ha

流⽊対策 100m

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

①

（１）－２

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 2 2

森林整備：詳細 調査 測量  結
果、対策が必要な面積が減少森林整備（ha） 8.0 5.0

流⽊対策（m） 300 300
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平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（7）和泉市仏並町地区

泉州農と緑の総合事務所

写真①

写真② 森林整備（間伐） 完了状況
洪⽔⾼  上部 発⽣  伐採⽊  降⾬等   ⼟砂流出 防    棚積       

危険木

【平面図】

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

【H28年度 施⼯状況】

写真① 治山ダム（コンクリート）の設置状況

S=1/10000

①

森林整備 4.0ha

流⽊対策 200m

流⽊対策 100m

治山ダム 2基

森林整備
5.9ha

治山ダム 2基

治山ダム 1基

②

（１）－２

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 2 2 森林整備：詳細 調査 測量  結

果、対策が必要な面積が増加
流⽊対策：詳細 調査 測量  結
果 対策 必要 延⻑ 増加

森林整備（ha） 5.3 5.9
流⽊対策（m） 100 200
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平成28年度 危険渓流 流⽊対策事業実績（8）岸和田市相川町

流⽊対策（H28）
流⽊対策（H29）

治山ダム（H28）
治山ダム（H29）
森林整備（H28）
森林整備（H29）

【凡例】
山地災害危険地区
保全対象
写真撮影位置①

【H28年度 施⼯状況】【平面図】

写真① 治山ダム（鋼製）の設置状況

泉州農と緑の総合事務所

S=1/5000

①

②

治山ダム2基

森林整備１ha

治山ダム2基

流⽊対策400ｍ

森林整備2.0ha

流⽊対策200ｍ

（１）－２

内容 H28計画 H28実績 備考
治山ダム（基） 2 2 森林整備：詳細 調査 測量  結

果、対策が必要な面積が増加
流⽊対策：詳細 調査 測量  結
果 対策 必要 延⻑ 増加

森林整備（ha） 1.5 2.0
流⽊対策（m） 100 400

写真② 森林整備（間伐） 完了状況
洪⽔⾼  上部 発⽣  伐採⽊  降⾬等   ⼟砂流出 防    棚積       
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【防災教室の開催】

平成28年度の実施状況

現地説明会の様⼦（岸和⽥市相川町） 森林危険情報マップ原案（岸和⽥市相川町）

■防災教室実施一覧表

箇所 開催日 開催場所

1 池田市伏尾町 H28.5.21 現地

2 豊能町吉川 H28.6.8 吉川公⺠館

3 交野市私市 H28.5.26 私市会館

4 四條畷市南野 H28.12.14 滝⽊間公⺠館

5 千早⾚阪村⽔分⻘崩 H28.12.12 集会所

6 千早赤阪村水分中代 H28.5.10 現地

7 和泉市仏並町 H28.10.19 現地

8 岸和田市相川町 H28.5.29 現地

（１）－２
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、
土
石
流
の
発
生
時
に

渓
流
沿
い
の
木
を
巻
き
込
ん
で
流
れ
出
す
こ
と
で
、
河
川
や
水
路

等
を
ふ
さ
ぎ
、
冠
水
や
交
通
遮
断
な
ど
市
街
地
に
お
け
る
被
害
を

拡
大
さ
せ
る
流
木
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
。

平
成
２
８
年
度

 
大
阪
府
森
林
環
境
整
備
事
業
 
評
価
シ
ー
ト年
度
別
推
移

連
 
絡

 
先

①概要等

当
初
計
画
（
千
円
）

②事業の目的

③事業費

事
業
対
象
区
域

：
山
地

災
害

危
険
地
区
「
崩
壊

土
砂

流
出

危
険
地
区
」
、
保
安
林
外

 
 
（
危
険
度

A
ラ
ン
ク
・
保
全
対
象

2
0
戸
以
上

・
治
山

事
業
の
未

着
手
地
域

）
事
業
箇
所
数
：
3
0
箇
所

事
業
内
容
：

 
①
ハ
ー
ド
対
策

 
 
土
石
流
発
生

を
抑
止
す
る
治
山
ダ
ム
の
整
備

 
 
流
木
と
な
る
危

険
性

の
高

い
渓
流
沿
い
の
立

木
の
伐
採
、
林
外
搬
出

 
 
防
災
機
能
を
強
化
す
る
荒
廃
森
林
の
整
備

（
強
度
間
伐
等
）

 
②
ソ
フ
ト
対
策

 
 
防
災
教
室
の
開
催
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
危

険
情
報
マ
ッ
プ
の
作
成

 
事
業
の
効
果
検
証
等

④事業の内容

理
 

 
由

 
土
壌
の
浸
透
能
調
査

事
業
開
始
年
度

 
治
山
ダ
ム

 
（
０
６
）
６
２
１
０
－
９
５
５
９

担
当
課
名

事
業
概
要

(1
年
目

)
8
箇
所

 
森
林
整
備
グ
ル
ー
プ

検
証
方
法

事
業

実
施
年
度

評
価
年
月
日

施
策
区
分

事
 
業

 
名

 
み
ど
り
推
進
室
森
づ
く
り
課

担
当
グ
ル
ー
プ
名

○
Ｈ
３
０
年
度
に
中
間
評
価
予
定

○
Ｈ
３
２
年
度
に
最
終
評
価
予
定

○
Ｈ
３
０
年

度
に
中
間
評
価
予
定

○
Ｈ
３
２
年

度
に
最
終
評
価
予
定

（１）－３
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【①危険渓流の流⽊対策事業】
（３）能勢町宿野

（２）豊能町吉川

（１）池田市伏尾町

全体計画と今後のスケジュール

（７）交野市私市

（５）交野市私市

（６）四條畷市南野

（８）大東市寺川

（11）河南町下河内

（９）千早⾚阪村⽔分⻘崩

（10）千早赤阪村水分中代

（４）高槻市出灰

（12）河内⻑野市天⾒（15）貝塚市木積

（14）岸和田市相川町

平成28年度着⼿箇所（８箇所）

平成29年度着⼿予定箇所（８箇所）

地域森林計画対象⺠有林

凡 例

（１）－４

（16）和泉市春木川町
（13）和泉市仏並町

平成28年度実績及び平成29年度計画数量
流⽊
対策

治山
ダム
（基）

森林
整備
（ha）

渓流
延⻑
（ｍ）

森林危険
情報マップ
（箇所）

防災
教室
（回）

H28 1 0.1 150 1 1
H29 1 1.0 100 1 1
H28 1 0.1 100 1 1
H29 2 6.0 100 1 1

(3) 能勢町宿野 H29 1 1.0 200 1 1
(4) 高槻市出灰 H29 2 1.0 300 1 1

H28 2 1.8 300 1 1
H29 2 2.0 0 1 1
H28 1 1.0 200 1 1
H29 2 1.2 0 1 1

(7) 交野市私市 H29 2 2.0 450 1 1
(8) 大東市寺川 H29 1 0.8 150 1 1

H28 1 2.1 150 1 1
H29 0 1.0 0 1 1
H28 2 5.0 300 1 1
H29 1 1.0 100 1 1

(11) 河南町下河内 H29 1 6.0 350 1 1
(12) 河内⻑野市天⾒ H29 2 2.0 350 1 1

H28 2 5.9 200 1 1
H29 3 4.0 100 1 1
H28 2 2.0 400 1 1
H29 2 1.0 200 1 1

(15) 貝塚市木積 H29 2 5.0 300 1 1
(16) 和泉市春木川町 H29 0 5.0 300 1 1

H28 12 18.0 1,800 8 8
H29 24 40.0 3,000 16 16

⼟⽯流対策 減災対策

(6) 四條畷市南野

年度

(1) 池田市伏尾町

(2) 豊能町吉川

箇所名

(5) 交野市私市

(9) 千早⾚阪村⽔分⻘崩

(10) 千早赤阪村水分中代

計

(13) 和泉市仏並町

(14) 岸和田市相川町
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② 主要道路沿いにおける倒⽊対策事業

【事業概要】
○事業対象区域：山地災害危険地区「山腹崩壊危険地区」
（府県間等を結ぶ主要国道・府道20路線沿いの⼭崩れの危険がある森林）
○事業箇所数：ナラ枯れ対策(注) 約50箇所

放置⽵林対策 約40箇所
○事業内容： ①ナラ枯れ対策

ナラ枯れ等の病虫害被害が予想される高齢木の予防伐採、
被害⽊の処理、落⽯対策、作業⽤歩道の整備等

②放置⽵林対策
⽵伐採、草刈、⽵拡⼤防⽌柵の設置、広葉樹の苗⽊植栽、
作業用歩道の整備等

○事業の⼯程：初年度 
現地調査、地権者調査（コンサルタント委託）
森林所有者、市町村、地元⾃治会、道路管理者等との調整
森林所有者と協定書を締結し事業実施
※協定書により、10年間の森林の維持

【事業計画】

（注）ナラ枯れとは、⼤量のカシノナガキクイムシがナラ・カシ類
の幹に⽳をあけて⼊り込み、体に付着した病原菌（ナラ菌）を多量
に樹⽊内に持ち込むことにより、⽔の通り道が塞がれ、枯れていく
病気。枯れる時期は７月から９月が多い。府内においても初めて平
成21年度に⾼槻市、茨⽊市、島本町で被害が発⽣し、以後被害は増
加しながら南下している。

ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ被害を受け根元に木くずが散乱した木

【目的】
ナラ・カシ類などの広葉樹林の⾼齢化に伴い病⾍害による枯死（ナラ枯れ）や、放置⽵林が増加しており、枯損⽊等による国道府道
等への倒木・倒伏被害を未然に防止する。

全体計画 H28 H29 H30 H31 
箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費 箇所数 事業費

90 1,016,000 17 255,000 36 291,000 41 276,000 62 194,000
（新規着手件数） （17） （28） （25） （20）

（単位：千円）

※H31までに着手

(1)⾃然災害から府⺠の暮らしを守る取組み

事業対象区域の選定方法 実施箇所

山
腹
崩
壊
危
険
地

区

国道・府道への倒木や山腹崩壊
等が懸念される森林区域

山腹崩壊危険地区に隣接する
国道・府道：285路線

■事業対象区域

●府県間を連絡する交通量の多い国道

・府道に限定

対象：20路線

府域全体

691地区
面積

7,900ha

事業実施

森林病⾍害の拡⼤
放置⽵林の拡⼤

（高槻市）

（２）－１
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（高槻市）

（２）－１
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国道173号

①
1:10,000

【平成28年度実績】国道173号（能勢町⼭辺地区）
北部農 緑 総合事務所

【平面図】 【施⾏前】

【施⾏後】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、対策が必要な面積
が増加

整備面積(ナラ) (ha） 6.0 6.5
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国道173号

①
1:10,000

【平成28年度実績】国道173号（能勢町天王地区）
北部農 緑 総合事務所

【平面図】 【施⾏前】

【施⾏後】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 2 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、対策が必要な面積
及び箇所が増加

整備面積(ナラ) (ha） 14.0 16.3
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府道79号

①

北部農 緑 総合事務所

【平成28年度実施】府道79号（島本町⼤沢地区ほか）
【平面図】

1:10,000

【施⾏前】

【施⾏後】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 2 2 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、ナラについては対策が
必要 ⾯積 増加  ⽵林
については減少整備面積(ナラ) (ha） 4.9 12.6

整備⾯積(⽵林) (ha） 0.8 0.4

18



国道168号

【平成28年度実施】国道168号（交野市私市地区）
中部農と緑の総合事務所

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

【平面図】

1:10,000

【施⾏前】

【施⾏後】

①

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 2 3
詳細な調査 測量 ⾏  結果 
予期せぬ安全対策工の必要が
発⽣したためH29年度 実施予
定となり、面積が減少

整備面積(ナラ) (ha） 5.0 1.5

H29年度実施予定箇所
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府道8号

【平成28年度実施】府道8号線関連道路（四條畷市下⽥原地区）
中部農と緑の総合事務所

【施⾏前】

1:10,000

【平面図】

【施⾏後】

①

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、対策が必要な面積
が減少

整備面積(ナラ) (ha） 2.6 2.0
20



南河内農と緑の総合事務所

①

国道 166号

【平成28年度実施】国道166号（太⼦町⼭⽥地区）

1:10,000

【平面図】 【施⾏前】

【施⾏後】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、対策が必要な面積
が減少

整備⾯積(⽵林) (ha） 0.3 0.1
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国道 309号

①

【平成28年度実施】国道309号（千早⾚阪村⽔分地区）
南河内農と緑の総合事務所

1:10,000

【施⾏前】

【施⾏後】

【平面図】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1

整備⾯積(⽵林) (ha） 0.2 0.2
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①

国道 371号

【平成28年度実施】国道371号（河内⻑野市岩瀬地区）
南河内農と緑の総合事務所

【施⾏前】

【施⾏後】

【平面図】

1:10,000

国道 371号バイパス

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、対策が必要な面積
が増加

整備⾯積(⽵林) (ha） 0.1 0.6
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①

国道 371号

【平成28年度実施】国道371号（河内⻑野市天⾒地区）
南河内農と緑の総合事務所

【施⾏前】

【施⾏後】

【平面図】

1:10,000

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1

整備⾯積(⽵林) (ha） 0.1 0.1

24



①

府道 61号

【平成28年度実施】府道61号（河内⻑野市滝畑地区）
南河内農と緑の総合事務所

【施⾏前】

【施⾏後】

【平面図】

1:10,000

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 2 1 詳細 調査 測量 ⾏  結果 
⽵林 拡⼤ 対策 必要 ⾯
積が増加、それに伴い箇所が統
合され箇所数が減少整備⾯積(⽵林) (ha） 0.3 0.4
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【平成28年度実施】国道480号線関連道路（和泉市春⽊川町地区）
泉州農と緑の総合事務所

【平面図】

1:10,000

①

府道226号線
（国道480号線に接続）

【施⾏前】

【施⾏後】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 詳細 調査 測量 ⾏  
結果、対策が必要な面積
が増加

整備⾯積(⽵林) (ha） 0.2 0.3
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【平成28年度実施】府道62号線関連道路（熊取町久保地区）
泉州農と緑の総合事務所

1:10,000

①
町道永楽線

（府道62号線に接続）

【施⾏前】

【施⾏後】

【平面図】

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 地籍混乱地で所有者確認
に時間を要した結果、一部
H29年度 実施予定   
たため、面積が減少整備面積(ナラ) (ha） 2.5 0.3
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国道26号

①

【平成28年度実施】国道26号（岬町孝⼦地区）
泉州農と緑の総合事務所

【施⾏前】

【施⾏後】

【平面図】

1:10,000

【凡例】 事業地 ① 写真撮影位置

（２）－２

内容 H28計画 H28実績 備考

箇所数（箇所） 1 1 地籍混乱地で所有者確認
に時間を要した結果、一部
H29年度 実施予定   
たため、面積が減少整備面積(ナラ) (ha） 1.0 0.2
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 妥

当
で
な
い

理
 

 
 

 
 

 
 

 
由

検
証
方
法

検
証
方
法

指
 

 
標

検
証
方
法

①概要等

検
証
方
法

年
度
別
推
移

実
績

執
行
額
（
千
円
）

⑧第三者評価

大
阪
府
森
林
環
境
整
備
事

業
評
価
審
議
会
の
意
見

⑦自己評価

総
合
評
価

事
業

実
施

年
度

評
価
年
月
日

施
策
区
分

事
 
業

 
名

 
み
ど
り
推
進
室
森
づ
く
り
課

平
成

2
9
年

6
月

3
0
日

担
当
グ
ル
ー
プ
名

担
当
課
名

 
（
０
６
）
６
２
１
０
－
９
５
５
９

 
森
林
整
備
グ
ル
ー
プ

3
9
h
a

1
1
箇
所

2
h
a

7
箇
所

当
初
計
画
（
千
円
）

 □
 妥

当
で
あ
る

 □
 概

ね
妥
当
で
あ
る

 □
 あ

ま
り
妥
当

で
な
い

 □
 妥

当
で
な
い

平
成
２
８
年
度
 
大
阪
府
森
林
環
境
整
備
事
業
 
評
価
シ
ー
ト

連
 
絡

 
先

事
業
開
始

年
度

検
証
方
法

検
証
方
法

指
 
標

 
事

業
の
完
成
検

査

指
 
標

1
1
路
線

理
 

 
由

評
価
区
分

・
事

業
対
象
区
域
：
山
地
災

害
危
険
地
区
「
山
腹
崩
壊
危

険
地
区
」

（
府
県
間
等
を
結
ぶ
主

要
国
道
・
府
道

2
0
路
線
沿

い
の
山
崩
れ
の
危

険
が

あ
る
森

林
）

・
事

業
箇
所
数

：
ナ
ラ
枯
れ
対
策

 
約

5
0
箇
所

   
 

 
 

 
 

 
   放
置
竹
林
対
策
約

4
0
箇
所

・
事

業
内
容

:①
ナ
ラ
枯
れ

対
策

 
 

 
 

 
 

 
  

 ナ
ラ
枯
れ
等
の
病
虫
害
被
害
が
予
想
さ
れ
る
高
齢
木
の
予
防

                    伐
採
、
被
害
木
の
処
理
、
落
石

対
策
、
作
業
用
歩
道

の
整
備
等

 
 

 
 

 
 

 
 ②
放
置
竹
林
対

策
 

 
 

 
 

 
 

  
 竹
伐
採
、
草
刈
、
竹
拡
大
防
止
柵

の
設
置
、
広
葉
樹
の
苗

木
                    植

栽
、
作
業
用
歩
道
の
整
備
等

④事業の内容 ③事業費

指
 
標

3
6
h
a

9
箇
所

 
ナ
ラ
枯
れ

対
策
実
施
面
積

指
 
標

 
詳
細
な
調

査
・
測
量
を
し
た
結
果
、
対
策
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
事
業

を
実
施

し
た
。

 
な
お
、
施
工
範
囲
を
分
割
、
統

合
し
た
こ
と
に
よ
り

箇
所
数
が
増
減

し
た
。

(※
詳
細
に
つ
い
て
は
箇
所
別
個
票
参
照

）

○
Ｈ
３
０
年
度
に
中
間
評
価
予
定

○
Ｈ
３
２
年
度
に
最
終
評
価
予
定

○
Ｈ
３
０
年
度
に
中
間
評

価
予
定

○
Ｈ
３
２
年
度
に
最
終
評

価
予
定

（２）－３
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【②主要道路沿いにおける倒⽊対策事業】

全体計画と今後のスケジュール

（２）国道423号

（４）府道79号

（５）国道168号

（６）府道8号

（７）国道166号

（８）国道309号

（９）国道371号

（10）府道61号
（11）国道480号

（12）府道62号

（13）国道26号

（３）府道46号

（１）国道173号

平成28年度実施箇所（11路線）
平成29年度実施予定箇所（13路線）

地域森林計画対象⺠有林

1：500,000
 

 
新規 

着手 
平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度～ 

平成 28年度着手 17箇所 
 

 

   

平成 29年度着手 28箇所 
    

平成 30年度着手 25箇所 
    

平成 31年度着手 20箇所 
    

合  計 90箇所 １７箇所 ３６箇所 ４１箇所 ６２箇所 

 

平成 28年度実施箇所 

箇所数 箇    所 

18箇所 

国道 173号（能勢町天王 3箇所）ナラ 

府道 79号(島本町大沢 2箇所)ナラ 

国道 168号（交野市私市 3箇所）ナラ 

府道 8号（四條畷市下田原 1箇所）ナラ 

府道 62号（熊取町久保 1箇所）ナラ 

国道 26号（岬町孝子 1箇所）ナラ 

 

（小計 ナラ 11箇所） 

府道 79号(島本町大沢 1箇所)竹林 

国道 166号（太子町山田 1箇所）竹林 

国道 309号（千早赤阪村水分 1箇所）竹林 

国道 371号（河内長野市岩瀬 1箇所）竹林 

国道 371号（河内長野市天見 1箇所）竹林 

府道 61号（河内長野市滝畑 1箇所）竹林 

国道 480号（和泉市春木川町 1箇所）竹林 

  （小計 竹林 7箇所） 

 

平成 29年度実施予定箇所 

箇所数 箇    所 

28箇所 

国道 173号（能勢町天王 2箇所）ナラ 

国道 423号（豊能町余野 1箇所）ナラ 

府道 46号（茨木市車作 2箇所）ナラ 

府道 79号(島本町大沢 1箇所)ナラ 

府道 79号（高槻市川久保 1箇所）ナラ 

国道 168号（交野市私市 2箇所）ナラ 

府道 8号（四條畷市逢坂 1箇所）ナラ 

国道 480号（和泉市父鬼 2箇所）ナラ

府道 62号（熊取町久保 1箇所）ナラ 

府道 62号（泉佐野市土丸 1箇所）ナラ 

国道 26号（岬町孝子 2箇所）ナラ 

（小計 ナラ 16箇所） 

府道 79号（高槻市川久保 2箇所）竹林 

国道 166号（太子町山田 2箇所）竹林 

国道 309号（千早赤阪村水分 2箇所）竹林 

国道 371号（河内長野市天見 3箇所）竹林 

府道 61号（河内長野市滝畑 2箇所）竹林 

国道 480号（和泉市春木川町 1箇所）竹林 

 

 

 

（小計 竹林 12箇所、内継続 4箇所） 

 

凡 例

（２）－４

平成28年度実績及び平成29年度計画数量平成28年度 平成29年度
能勢町山辺 ナラ 6.5
能勢町天王 ナラ 16.3 5.0

（２）国道423号 豊能町余野 ナラ 5.0
（３）府道46号 茨⽊市⾞作 ナラ 15.0

ナラ 12.6 0.5
⽵林 0.4
ナラ 0.5
⽵林 0.5

（５）国道168号 交野市私市 ナラ 1.5 2.8
四條畷市下田原 ナラ 2.0
四條畷市逢阪 ナラ 0.6

（７）国道166号 太⼦町⼭⽥ ⽵林 0.1 0.3
（８）国道309号 千早⾚阪村⽔分 ⽵林 0.2 0.4

河内⻑野市岩瀬 ⽵林 0.6
河内⻑野市天⾒ ⽵林 0.1 0.4

（10）府道61号 河内⻑野市滝畑 ⽵林 0.4 0.6
和泉市春⽊川町 ⽵林 0.3 0.1
和泉市⽗⻤ ナラ 2.0
泉佐野市土丸 ナラ 2.0
熊取町久保 ナラ 0.3 5.0

（13）国道26号 岬町孝子 ナラ 0.2 3.0
ナラ 39.4 41.4
⽵林 2.1 2.3

（１）国道173号

計

（12）府道62号

（４）府道79号
高槻市川久保

（９）国道371号

（11）国道480号

島本町大沢

（６）府道8号

平成28年度実績及び平成29年度計画数量

路線名 地区名 区分
事業面積（ha）
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①-ア 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）

【事業概要】
基幹的な作業道や木材集積土場の設置など、計画的な間伐促進を図るための基盤づくりに必要な経費を助成

○事業箇所数：34地区（9市町村・4,800ha）
○事業主体：森林所有者から森林施業を委託された林業事業体
○補助率：定額（府が⼯種ごとに定める補助単価に基づき算出）
○補助要件（対象森林）：
①集約化により⼀体的な森林管理が可能な、区域⾯積が概ね100ha
以上の⼈⼯林で、森林法に基づく森林経営計画が作成され、計画
的な間伐や⽊材搬出が⾒込まれること
②森林所有者や林業事業体が、本事業により整備した基盤施設を活
⽤し、間伐や植栽等の森林経営を⻑期にわたって継続的に実施す
る⾒込みがあること

※府・事業主体・森林所有者の３者で、20年間の協定を締結

【事業計画】

全体計画 H28 H29 H30 H31

地区数 区域面積 搬出材積 事業費 地区数 搬出材積 事業費 地区数 搬出材積 事業費 地区数 搬出材積 事業費 地区数 搬出材積 事業費

34 4,906 29,713 1,080,800 10 4,533 321,000 18 7,209 205,800 28 7,878 241,800 24 10,,093 312,200

（新規着手地区数） - (10) （8） (14) (2)

【目的】
所有形態が⼩規模・分散化した森林をまとまった団地として集約化し、基幹的な作業道の舗装や⽊材集積⼟場の設置などの基盤づくり
を進め、計画的な間伐促進を図るとともに、安定的に木材を供給できる体制を構築する。

単位：面積（ha） 材積（ ） 事業費（千円）

(2)健全な森林を次世代へつなぐ取組み

新規着手 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成28年度着手 10地区

平成29年度着手 8地区

平成30年度着手 14地区

平成31年度着手 2地区

合  計 34地区 10地区 18地区 28地区 24地区

（３）－１
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土場予定地

林 道

間伐①年⽬

間伐②年⽬

間伐③年⽬

間伐④年⽬

間伐⑤年⽬

間伐⑦年⽬

間伐⑨年⽬

間伐⑥年⽬

広葉樹林

広葉樹林

広葉樹林

広葉樹林

⼈⼯林

コンクリート舗装

支 線

支 線

支 線

支 線

集約化団地区域

500m0m

支線作業道

基幹的作業道

林 道

基幹的作業道
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

土 場 整 備

【 凡 例 】

取組イメージ （ 持続的な森づくり・基盤づくり ）

間伐⑧年⽬

間伐⑩年⽬

土 場 整 備林道、⼀般道 基幹的作業道 支線作業道

【間伐材搬出の流れ】
フォワーダ4t・8tトラック 2tトラック

土 場 整 備

（３）－１
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

H28計画 H28実績 備考

地 区 数 １０地区 １０地区 H29継続：１０

搬出材積 ４，５３３ ３，６７８ 

事 業 費 ３２１，０００千円 ２３７，６６０千円

作業道整備 ８，６００ｍ ５，１２６ｍ

土場整備 １３箇所 １３箇所

■実績の概要

（３）－２
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【事業地】能勢町山辺地区
【事業者】⼤阪府森林組合豊能⽀店

（平面図） （施工前） （施工後）

平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

②土場整備工

①路⾯⼯

②

①

②

H28計画 H28実績 備考

作業道 1,000m 565m 雪 影響 作業 ⼀時中断     施⼯延⻑
を縮小せざるをえなかった

土場 2箇所 2箇所

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

N
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

【事業地】高槻市原・萩谷地区
【事業者】⼤阪府森林組合三島⽀店

（平面図） （施工前） （施工後）

②土場整備工

①路⾯⼯

②

①

②

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

N

H28計画 H28実績 備考

作業道 700m 1,603m 急勾配区間を含む軟弱地盤におけるｺﾝｸﾘ-ﾄ路⾯
⼯ 作業 効率化    次年度分 路盤 含
めて実施したため

土場 2箇所 2箇所
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【事業地】河南町平石地区
【事業者】株式会社南河内林業

（平面図） （施工前） （施工後）

平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

N

③

③土場整備

①路⾯⼯

①

300ｍ

既存作業道
作業道改良区間
土場整備箇所

：路⾯⼯
：土場整備工

【凡例】

：写真撮影位置①

（３）－２

②路⾯⼯

②

H28計画 H28実績 備考

作業道 1,000m 274m 雪の影響で作業を一時中断したため、施工
延⻑ 縮⼩         

土場 0箇所 2箇所 幅員が狭い工事区間での施工性向上のため、
次年度分 先⾏実施    

：計画区域

36



平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績
【事業地】千早赤阪村水分ウスイ谷地区
【事業者】⼤阪府森林組合南河内⽀店

（平⾯図） （施⼯前） ①路⾯⼯

N

①

（施工後）

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

H28計画 H28実績 備考

作業道 500m 811m 急勾配区間を含む軟弱地盤におけるｺﾝｸﾘ-ﾄ路⾯⼯ 作業
 効率化    次年度分 路盤 含  実施    

土場 1箇所 0箇所 予定箇所の法面の一部が崩れたため、設置位置の再調整
に時間を要したため
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【事業地】千早⾚阪村千早久留野地区
【事業者】⼤阪府森林組合南河内⽀店

（平面図） （施工前） （施工後）

平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

N

②

②土場整備工

①路⾯⼯

①

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

H28計画 H28実績 備考

作業道 300m 213m 雪 影響 作業 ⼀時中断     施⼯延⻑ 縮⼩   
をえなかった

土場 1箇所 1箇所
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

【事業地】河内⻑野市  ⾕ 島 ⾕地区
【事業者】⼤阪府森林組合南河内⽀店

（平面図） （施工前） （施工後）

N

②

①

②土場整備工

①路⾯⼯

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

H28計画 H28実績 備考

作業道 2,400m 390m 雪 影響 作業 ⼀時中断     施⼯延⻑ 縮⼩   
をえなかった

土場 2箇所 2箇所
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

【事業地】河内⻑野市加賀⽥地区
【事業者】⼤阪府森林組合南河内⽀店

（平面図） （施工前） （施工後）
N

②

②土場整備工

①路⾯⼯

①

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

H28計画 H28実績 備考

作業道 400m 300m 雪の影響で作業を一時中断したため、施
⼯延⻑ 縮⼩         

土場 0箇所 2箇所 幅員が狭い工事区間での施工性向上の
   次年度分 先⾏実施    
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【事業地】和泉市七越地区
【事業者】⼤阪府森林組合泉州⽀店

（平⾯図） （施⼯前） ①路⾯⼯

（施工後）

平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

①舗装工（施工前）

①

N

：路⾯⼯
：土場整備工

【凡例】
：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

H28計画 H28実績 備考

作業道 800m 360m 雪の影響で作業を一時中断したため、施工延
⻑ 縮⼩         

土場 2箇所 0箇所 作業道奥部なので、雪の影響で中止せざるをえ
なかった
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【事業地】和泉市奥笹尾地区
【事業者】⼤阪府森林組合泉州⽀店

（平⾯図） （施⼯前） ①路⾯⼯

（施工後）

平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

①

N

：路⾯⼯

：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

H28計画 H28実績 備考

作業道 900m 360m 雪の影響で作業を一時中断したため、
施⼯延⻑ 縮⼩         

土場 2箇所 0箇所 作業道奥部なので、雪の影響で中
止せざるをえなかった
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【事業地】貝塚市木積地区
【事業者】⼤阪府森林組合泉州⽀店

（平面図） （施工前） （施工後）

平成28年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）実績

①路⾯⼯
①

② 土場整備工

② ：路⾯⼯
：土場整備工

【凡例】

：計画区域

：写真撮影位置①

（３）－２

N

H28計画 H28実績 備考

作業道 600m 250m 雪の影響で作業を一時中断したため、施工
延⻑ 縮⼩         

土場 1箇所 2箇所 幅員が狭い工事区間での施工性向上のため、
次年度分 先⾏実施    
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■継続的 降雪    期間：1/22 24前後

平成２９年１ ２⽉ 降雪 影響    

■継続的 降雪    期間：2/9 12前後
能勢町山辺地区（H29.1.24撮影）

河内⻑野市  ⾕ 島 ⾕地区（H29.2.9撮影）

○強い冬型の気圧配置が続き、大雪が発
生。大阪府内の山間部においても、継続
的 降雪       ⼯事現場  搬⼊
路 通⾏不能      資材 運搬⽅法
 変更等 発⽣      調整等 含 
て工事の一時中止等を余儀なくされた。
（２週間程度）

○強い冬型の気圧配置が続き、近畿・中国
地方において大雪が発生。
大阪府内の山間部においても、継続的な
降雪       ⼯事現場  搬⼊路 
通⾏不能      資材 運搬⽅法 変
更等 発⽣      調整等 含  ⼯
事の一時中止等を余儀なくされた。
（1週間程度）
※降雪期間等 ⼤阪管区気象台気象速報  引⽤ 

（３）－２
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【事業位置図】
（１）能勢町山辺

（18）貝塚市木積

（16）和泉市奥笹尾
（15）和泉市⽗⻤七越 （12）河内⻑野市加賀⽥

（９）河内⻑野市⽯⾒川南部
（８）千早⾚阪村千早久留野峠

（５）千早赤阪村水分・ウスイ谷

（４）河南町平石

（３）高槻市原・萩谷 （２）高槻市川久保

（７）千早⾚阪村千早・⿊栂⾕

（10）河内⻑野市セノ⾕・島の⾕

（６）千早赤坂村水分・池ノ谷

（11）河内⻑野市太井・鳩原・神ヶ丘

（13）河内⻑野市滝畑燈明岳

（14）河内⻑野市滝畑御光滝⾕

（17）岸和田市大沢シガ谷

番号 市町村 地 区 名
実施年度（整備予定数量）

H28 H29（作業道（m）・土場（箇所））
（１） 能勢町 山辺 ○ ○（ 900・2）
（２）

高槻市
川久保 ○（ 50・0）

（３） 原・萩谷 ○ ○（ 800・2）
（４） 河南町 平石 ○ ○（ 450・1）
（５）

千早赤阪村

水分・ウスイ谷 ○ ○（ 250・1）
（６） 水分・池ノ谷 ○（ 50・1）
（７） 千早・黒栂谷 ○（ 200・1）
（８） 千早・久留野峠 ○ ○（ 150・1）
（９）

河内長野市

石見川南部 ○（ 900・1）
（１０） セノ谷・島の谷 ○ ○（ 250・2）
（１１） 太井・鳩原・神ヶ丘 ○（ 500・1）
（１２） 加賀田 ○ ○（ 500・1）
（１３） 滝畑・燈明岳 ○（ 700・1）
（１４） 滝畑・御光滝谷 ○（ 50・1）
（１５）

和泉市
父鬼七越 ○ ○（ 150・1）

（１６） 父鬼奥笹尾 ○ ○（ 150・0）
（１７） 岸和田市 大沢シガ谷 ○（ 500・2）
（１８） 貝塚市 木積 ○ ○（ 50・0）

合計 １０地区 １８地区（6,600m・19箇所）

1：500,000【地区数】 18地区（8市町村・約2,900ha）
【搬出材積】7,209 
【予算額】 205,800千円

平成２９年度 持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）の実施について （３）－４

平成28年度着⼿箇所（10地区）

平成29年度着⼿予定箇所（８地区）

地域森林計画対象⺠有林

凡 例
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①-イ 持続的な森づくり推進事業（人材育成）

【事業概要】
森林経営リーダーや府内産材コーディネーターを確保するため、
専門家等による講座や現地研修等を開催する。

○事業主体：大阪府
○事業内容等：
①府内産材コーディネーターの育成（10名）
・⽊材流通業者を対象に⽊材業経営についての講義を基軸に川上・川下従事者での意⾒交換を含めた研修を実施。
・研修回数：３回/年（1年で終了）[H28] （受講料を徴収）
②森林経営リーダーの育成（34名）（※①-ア基盤づくりを実施する集約化団地1地区に1名相当を想定）
・森林経営について先進的な取組みを⾏う林業従事者や⺠間企業、森林・⽊材に関する学識者等への講師派遣の依頼により、森林
経営や施業技術、集約化プランニング等の講義や現地研修等を実施
・研修回数：4回/年×3か年＝全12回[H29 H31で実施] （受講料を徴収）

【事業計画】

区 分
全体計画 H28 H29 H30 H31

人数 事業費 人数 事業費 人数 事業費 人数 事業費 人数 事業費

府内産材コーディネーター 10 1,050 10 1,050 ー ー ー ー ー ー

森林経営リーダー 34 3,150 ー ー 34 1,050 （34） 1,050 （34） 1,050

合 計 44 4,200 10 1,050 34 1,050 （34） 1,050 （34） 1,050

【目的】
林業技術や森林経営等の知識・ノウハウを持ち、地域の森林管理の中核を担う森林経営リーダー（若⼿従事者（後継者））や川上から
川下までの関係者とネットワークを構築し、府内産材に関する流通等のコーディネーター役となる⼈材を確保し、⻑期にわたる森林経営
の適切な実施や府内産材の需要拡⼤により、持続的な森づくりを推進する。

単位（事業費）：千円

(2)健全な森林を次世代へつなぐ取組み （４）－１
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業（⼈材育成）実績
■⽊材流通・利⽤講座

（４）－２
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業（⼈材育成）実績

【意見交換会での主な意見】
・これまでこのように川上、川下が

一同に介しての意見交換・情報

交換の場がなかった。是非、継続

を願う

・川上の実情と課題を知ることがで

きた。今後、課題解決に向けてお

互いに知恵を絞っていきたい

・子育て支援木のぬくもり推進事業

は府内産材の利活用拡大につなが

る事業なので広げるべき
【講座開催の様子】 【意見交換会開催の様子】

（４）－２

【参加者年代別構成】

【参加者のアンケート結果】

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 不 明 合 計

１人 ６人 ２人 ０人 ２人 １人 １２人

【参加者業種別構成】

木 材 業 工 務 店 ゼ ネ コ ン そ の 他 合 計

７人 ３人 １人 １人 １２人

49



１
 
事
業

概
要

（
単
位
：
千

円
）

平
成

２
８
年

度
H

2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1
～

合
計

1
,0

5
0

1
,0

5
0

1
,0

5
0

1
,0

5
0

4
,2

0
0

健
全

な
森
林

を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
取

組
み

3
0
0

－
－

－
－

持
続
的

な
森
づ
く
り
推
進

事
業

（
人
材
育

成
）

平
成

２
８
年

度

２
 
自
己

評
価

（
１
）
事
業

実
績

 

計
画

（
２
）
事
業

効
果

計
画

（
３
）
自
己

評
価

（
総

合
）
 

□
高

く
評

価
で
き
る

□
概

ね
評

価
で
き
る

□
あ
ま
り
評

価
で
き
な
い

□
評

価
で
き
な
い

３
 
第
三

者
評
価

講
座
修
了
者

数
確
認

 
林

業
技
術
や
森
林
経
営
等

の
知
識

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、
地
域

の
森
林
管
理

の
中
核

を
担
う
森
林
経
営
リ
ー
ダ
ー
（
若

手
従

事
者

（
後

継
者

）
）
や
川
上
か

ら
川
下

ま
で
の
関
係

者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
府

内
産
材
に
関
す
る
流
通
等

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
る

人
材

を
確
保

し
、
長
期
に
わ
た
る
森
林
経
営

の
適
切

な
実
施
や
府

内
産
材

の
需

要
拡
大
に
よ
り
、
持
続
的

な
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

検
証
方
法

間
伐

実
績
の
確
認

指
 
標

事
業
開
始
年

度

1
0
人

森
林
経
営
リ
ー
ダ
ー
や

府
内
産
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る
た
め
、
専
門
家

等
に
よ
る
講
座
や
現
地
研
修
等
を
開
催
す
る
。

 
○

事
業
主
体

：
大
阪
府

 
○

事
業

内
容
等

：
 
①

府
内
産
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

（
１
０
名
）

 
・
木
材

流
通

業
者

を
対
象
に
木
材
業
経
営
に
つ
い
て
の
講
義
を
基
軸
に
川
上

・
川

    下
従

事
 
者

で
の
意
見
交
換

を
含
め
た
研
修
を
実
施
。

 
・
研
修

回
数

：
３
回

/
年

（
１
年

で
終
了

）
［
Ｈ
２
８
］

 
②
森
林
経
営
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
（
３
４
名

）
 
・
森
林
経
営
に
つ
い
て
先
進
的

な
取

組
み

を
行
う
林

業
従

事
者
や
民
間
企
業
、
森

 
 
林

・
木
材

 
に
関
す
る
学
識

者
等
へ
の
講
師
派
遣

の
依
頼
に
よ
り
、
森
林
経
営
や

 
 
施

業
技
術
、
集
約
化
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等

の
講
義
や
現
地
研
修
等

を
実
施
。

 
・
研
修

回
数

：
４
回

/
年
×
３
か

年
＝
全

1
2
回
［
Ｈ
２
９
～
Ｈ
３
１
で
実
施
］

③事業費④事業の内容

担
当
グ
ル
ー
プ
名

連
 
絡

 
先

執
行

額
（
千
円

）

年
度
別
推
移

府
内
産
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

森
林
経
営
リ
ー
ダ
ー
・
府
内
産
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
人
材
育
成

理
 

 
由

評
価
区
分

実
績

平
成

2
9
年

6
月

3
0
日

事
業

実
施
年

度

評
価
年
月
日

施
策
区
分

事
 
業

 
名

 
み
ど
り
推
進
室
森
づ
く
り
課

 
森
林
支
援
グ
ル
ー
プ

 
（
０
６
）
６
２
１
０
－
９
５
５
６

平
成
２
８
年
度

 
大
阪
府
森
林
環
境
整
備
事
業

 
評
価
シ
ー
ト

担
当
課
名

⑧第三者評価

大
阪

府
森
林
環
境
整
備

事
業
評

価
審
議
会

の
意
見

⑦自己評価

総
合
評

価

検
証
方
法

理
 

 
 

 
 

 
 

 
由

②事業の目的

1
2
人

事
業

概
要

①概要等

当
初

計
画

（
千
円

）

指
 
標

実
績

協
定
締
結
し
た
森
林
所
有

者
数

の
確
認

⑥効果検証の内容 ⑤実績検証の内容

木
材
供
給
量

の
確
認

指
標

・
検

証
方
法

指
標

・
検

証
方
法

3
4
箇
所

・
4
,8

0
0
h
aの
森
林

の
健
全
化

理
 

 
由

評
価
区
分

 ■
 妥

当
で
あ
る

 □
 概

ね
妥

当
で
あ
る

 □
 あ

ま
り
妥
当

で
な
い

 □
 妥

当
で
な
い

 
当
初
の

計
画
は
、
達
成

で
き
た
。

 
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
講
座

の
受
講

者
数
が

予
定

の
１
０
人
に
対

し
、
１
３
人

の
申
込

み
が
あ
り
、

１
２
人
が
修
了

し
た
。
受
講

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
と
こ
ろ
、
内
容
に
つ
い
て
も
５
段
階
中
４
．
０
の
満

足
度

を
得

る
事
が

で
き
た
。

 □
 妥

当
で
あ
る

 □
 概

ね
妥

当
で
あ
る

 □
 あ

ま
り
妥
当

で
な
い

 □
 妥

当
で
な
い

○
Ｈ
３
０
年

度
に
中
間

評
価
予
定

○
Ｈ
３
２
年

度
に
最
終

評
価
予
定

○
Ｈ
３
０
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（４）－３
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【事業概要】森林経営リーダーを育成するため、専門家等による講座
や現地研修等を開催する

【育成対象】持続的な森づくり推進事業（基盤づくり）の事業箇所
３４地区での推進役

【実施内容】第１～４回（８～11月）講座【※調整中】
○講座
・提案型集約化施業の意義と実情
・森林経営計画の概要
・森林施業プランナー制度の概要
・森林施業プランの作成

○現場
・先進事例現場視察

平成２９年度 持続的な森づくり推進事業（⼈材育成） （４）－４
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①-ウ 持続的な森づくり推進事業（未利⽤⽊質資源(林地残材等)活⽤）

【事業概要】

林業事業体や森林所有者、地域で活動する⾥⼭保全活動団体等に対する林地残材搬出⽤機械等の貸与や搬出された材を活⽤する⽊質
バイオマス利⽤事業者等とのマッチングを⾏い、林地残材を継続的･安定的に搬出する仕組みづくりを担う事業者を選定し、運営を委託。

○事業主体：大阪府（提案公募により委託先選定）

○搬出活動地：
・持続的な森づくり推進事業を実施する地区
・NPOやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体が⾥⼭保全活動を実施している地区 等

○未利⽤材搬出⽬標量（H31）：3000 
（⽊質バイオマス利⽤事業者との取引には⼀定量の確保が必要）

【事業計画】

年 度 全体計画 H28 H29 H30 H31

事業費 24,722 2,851 18,071 2,400 1,400

【目的】
⼈⼯林や⾥⼭林で伐採後放置された林地残材の有効活⽤により森林の健全化を図るため、林業事業体や森林所有者、地域で活動する
⾥⼭保全活動団体等が林地残材を⾃ら継続的・安定的に搬出するために必要な仕組みを構築する。

林業事業体、林業研究グループ、
⾥⼭保全活動団体等

大 阪 府

機械貸与
指導員派遣

公募による選定

搬出計画の提出
実績報告

全体計画の提出

活動団体

《事業の仕組み》

○事業のPR、活動団体等への働きかけ、
○森林所有者と活動団体との対話・仲介
○バイオマス利⽤事業者の選定・買取料の交渉等
○各地域単位の搬出計画作成の調整
○府域の収集量の把握・調整
○搬出用機械の貸与 など

事務局団体
⽊質バイオマス利⽤事業者

選定

買取

単位：千円

(2)健全な森林を次世代へつなぐ取組み （５）－１
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平成28年度 持続的な森づくり推進事業(未利⽤⽊質資源(林地残材等)活⽤)実績
（事業者名）特定⾮営利活動法⼈ ⽇本森林ボランティア協会
（事業内容）府内各地区における数種の搬出⽅法の検討と林地残材需要先への持込までのモデル実証
（事業期間）Ｈ２９．２．１ Ｈ２９．３．２７
（契約⾦額）２，１８４，４０８円 （搬出材積）１０７ 

活動主体 活動場所 活動内容 搬出材積
（m3） 納入先

１ A 東大阪市 学生ボランティア主体の活動で、間伐作
業後、その一部を木質資源として搬出 1.8

E２ B 千早赤阪村 所有者による間伐作業後、林内放置材を
森林ボランティア団体が搬出 1.5

３ C 大東市 林業事業体が、大型林業機械を利用して、
放置林を間伐し、その一部を搬出 41.4

４ D 千早赤阪村
河内長野市

林業事業体が、大型林業機械を利用して、
用材林を伐採･搬出後、林地残材を搬出 62.4 F

【ボランティアによる搬出作業】 【林業事業体による搬出作業】 【ポータブル・ウィンチを使用した搬出作業】

（５）－２
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■林地残材等、木質資源の活用を広く府民に対して呼びかける活動を実施した

大学生を対象にした活動参加型イ
ベントの開催（参加人数）31人

一般府民対象の講演会において、森林
環境税の取組みとして、林地残材等木質
資源活用の取組みを紹介

（参加人数）120人

森林所有者の代表者と市町村職員
で構成される林業推進協議会にお
いて未利用間伐材の活用意義につ
いて説明（参加人数）60人

平成28年度 持続的な森づくり推進事業(未利⽤⽊質資源(林地残材等)活⽤)実績
（５）－２
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【事業形式】提案公募型

【契約期間】３ヶ年（Ｈ2９～Ｈ31）

【実施内容】１ 森林ボランティア団体の搬出活動への参加促進

・搬出活動参加者の掘り起こしと集約化

・森林ボランティアの林地残材に関する知識と情報、搬出技術の向上

２ 未利用材に関する情報の共有化

・搬出時に必要な林地残材の蓄積情報の集約化と発信のシステム構築

・回収時に必要な林地残材の蓄積情報の集約化と発信のシステム構築

３ 自立継続安定的に林地残材搬出活動に取り組める体制の構築

・事業終了後も自立して継続・安定的に林地残材を搬出できる体制の

組織づくり（最終目標）

年度ごとに中間報告を求め、進捗状況と課題を確認。その結果に応じて、重点的強化

すべき取り組みを定めた単年度計画を策定し、最終目標の達成を図る

平成２９年度 持続的な森づくり推進事業（未利⽤⽊質資源(林地残材等)活⽤） （５）－４
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② 子育て施設木のぬくもり推進事業

【事業概要】
内装（床・壁）木質化等に対して、その必要となる経費を支援する

○対象施設：⼤阪府内の幼稚園及び認可保育所、認定こども園、地域型保育事業を⾏う事業所
○事業主体：幼稚園等の施設設置者、地域型保育事業の事業主体
○補助率：１/２（上限2,500千円）
○補助要件：
・原則、『おおさか材』（認証材）を使用する
・市町村が事業主体となる場合は、公共建築物等における⽊材の利⽤の促進に関する法律
に基づく、市町村⽊材利⽤⽅針が策定されていること
・整備後の効果等を把握するためのアンケート調査への協⼒
・施設の職員や施⼯事業者が⽊育リーダーとなり、内装⽊質化や⽊材の良さを地域に広く

PRする

【事業計画】

年 度 全体計画 H28 H29 H30 H31

実施箇所数 150 30 40 40 40

事業費 376,500 75,300 100,400 100,400 100,400

【目的】
保育園や幼稚園の⼦育て施設における⽊材利⽤、とりわけ⼦どもたちが直接触れる床や壁等内装での利⽤を促進することにより、スト
レス緩和や室内の快適性を⾼めるなど、⼦どもの育成環境に良い効果を与えるとともに、森林の⼤切さや⽊材に対する理解を深める「⽊
育」の促進につなげる。

単位：千円

(2)健全な森林を次世代へつなぐ取組み

床・腰壁の木質化（能勢町・みどり丘幼稚園）

ウッドデッキの木質化（守口市・御幸幼稚園）

（６）－１
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業 事業実績

■事業実績

番号 市町村名 園 名 内 容 木質化した
面積（m2）

おおさか材
使⽤量（m3）

1
2 守口市 御幸幼稚園

さくらんぼ保育園 テラス（ウッドデッキ）の木質化 122.13 2.68 

3 堺市⻄区 諏訪森幼稚園 保育室（6室）の床の⽊質化 370.41 5.18 
4 泉南市 なるにっこ認定子ども園 遊戯室の床の木質化 218.90 2.75 
5 大阪市福島区下福島幼稚園 保育室（3室）の床の木質化 186.30 2.85 
6 堺市⻄区 鳳⻄   園 保育室、ランチルームの壁の木質化 249.25 3.31 
7 堺市南区 認定   園泉北若⽵保育園 保育室（3室）、遊戯室の床の木質化 389.46 6.08 
8 岸和田市 光陽保育園 テラス（ウッドデッキ）の木質化 56.24 1.90 
9 貝塚市 貝塚中央こども園 保育室の床・腰壁の木質化 127.26 1.97 

10 太子町 やわらぎ幼稚園 保育室（４室）の床の木質化 401.41 4.73 
11 河内⻑野市 観⼼寺保育園 保育室、トイレの床・壁の⽊質化 37.58 1.17 
12 吹田市 五月が丘園 保育室の床・壁、エントランスの床の木質化 45.02 1.04 
13 八尾市 久宝寺保育園 エントランスの床、廊下（ウッドデッキ）の木質化 153.86 3.10 
14 東⼤阪市 若宮森 ⼦   園 遊戯室の床の木質化 147.51 2.40 
15 摂津市 摂津ひかり幼稚園 テラス（ウッドデッキ）の木質化 28.09 0.66 
16 東大阪市 くるみ保育園 保育室（２室）の床・壁の木質化 37.00 1.59 
17 箕面市 箕面学園附属幼稚園 保育室（8室）の床の木質化 441.03 6.62 

【募集期間】 １次募集：４月25日（月） ６月21日（水）、２次募集：８月17日（水） 
【認定数】 38施設 （内訳）北部：6、中部：13、南河内：5、泉州：14）
【実績額】 67,855千円 【おおさか材】 83 

（６）－２
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番号 市町村名 園 名 内 容 木質化した
面積（m2）

おおさか材
使⽤量（m3）

18 堺市北区 認定こども園浅⾹こども園 中庭（ウッドデッキ）、ホール（床・天井）、外部庭
（ウッドデッキ）、吹き抜け（ウッドデッキ）木質化 41.74 1.32 

19 堺市中区 ⻄陶器   園 廊下の壁、保育室（2室）の壁、ロフト 211.67 3.01 
20 大阪市城東区 東中浜ひばり保育園 保育室（2室）の床 124.30 1.90 
21 ⼤阪市住之江区 安⽴保育園 テラス（ウッドデッキ）の⽊質化 48.20 2.34 
22 堺市南区 認定こども園たけしろ幼稚園 保育室（２室）の壁 112.00 1.20 
23 高石市 認定こども園せいこう幼稚園 教室（2室）の壁 112.00 1.25 
24 堺市中区 ⼩規模保育事業     ⾥ 保育室（3室）、廊下、玄関の壁 59.78 0.71 
25 堺市中区 小規模保育事業バンブーキッズ保育園 保育室（3室）の壁 91.15 1.06 
26 大阪市住之江区 どろんこ保育園 分園 保育室の床・壁・建具 37.26 1.61 
27 東大阪市 どんぐり保育園 ウッドデッキ 16.20 0.96 
28 泉佐野市 認定こども園 なかよし保育園 ウッドデッキ 69.40 1.73 
29 能勢町 認定こども園 みどり丘幼稚園 保育室（4室）の床・壁 374.62 4.50 
30 大阪市天王寺区 パドマ幼稚園 図書室の床・壁 92.02 1.23 
31 ⾼槻市 ⾼槻双葉幼稚園 保育室の壁 100.32 1.03 
32 豊中市 認定こども園 ほうなん子ども園 遊戯室の床・壁 121.13 3.95 
33 河内⻑野市 天宗清⾒台園 保育室（2室）の床 50.19 1.64 
34 堺市⻄区 こども園くさべ 遊戯室、トイレの床 113.62 1.70 
35 大阪市東成区 大成保育所 保育室の床 31.00 0.47 
36 大阪市東成区 つみき保育園 保育室（2室）の床 153.00 1.99 
37 松原市 天美保育園 ランチルームの壁 69.18 0.72 
38 河内⻑野市 おしお幼稚園 保育室の床 48.65 0.67 

合計 5,089 83

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
１ 御幸幼稚園 2 さくらんぼ保育園 ３ 諏訪森幼稚園

4 なるにっこ認定子ども園 ５ 下福島幼稚園 ６ 鳳⻄   園

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
７ 認定こども園泉北若⽵保育園 ８ 光陽保育園 ９ 貝塚中央こども園

10 やわらぎ幼稚園 11 観心寺保育園 12 五月が丘園

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
13 久宝寺保育園 14 若宮森 ⼦   園 15 摂津ひかり幼稚園

16 くるみ保育園 17 箕面学園付属幼稚園 18 認定こども園浅香こども園

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
19 ⻄陶器   園 20 東中浜ひばり保育園 21 安⽴保育園

22 認定こども園たけしろ幼稚園 23 認定こども園せいこう幼稚園 24 小規模保育事業     ⾥

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
25 小規模保育事業バンプーキッズ保育園 26 どろんこ保育園 分園 27 どんぐり保育園

28 認定こども園なかよし保育園 29 認定こども園みどり丘幼稚園 30 パドマ幼稚園

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
31 ⾼槻双葉幼稚園 32 認定こども園ほうなんこども園 33 天宗清⾒台園

34 こども園くさべ 35 大成保育所 36 つみき保育園

（６）－２
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平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（内装⽊質化の実施状況）

■実施状況
37 天美保育園 38 おしお幼稚園

（６）－２
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■どろんこ保育園 分園（大阪市住之江区）

平成２８年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業（⽊育活動の実施状況）

■認定こども園浅香こども園（堺市北区）

○事業主体から依頼された内装木質化の施工業者が、
園児を対象に「かんな体験」などを実施。

→⼦どもたちからは、『⼤⼯   仕事 近  ⾒  ⾯⽩
かった』、『木で何か作りたい』などの声が聞かれました。

○事業主体  地域住⺠
を対象に『内覧会』を開催
し、木を使うことの意義を
ＰＲ。

→地域の方がウッドデッ
       茶 飲
       ⽊ 良 
を感じていただきました。

（６）－２
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【予算額（補助⾦）】100,000千円
【施設数】40施設 【おおさか材】60 

【第１次募集】平成29年4⽉20⽇（⽊） 平成29年6⽉30⽇（⾦）

平成２９年度 ⼦育て施設⽊のぬくもり推進事業の実施について （６）－４
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